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特
集
●
自
治
管
理
・
労
働
者
評
議
会

安
田
信
治
／
江
口
幹
／
A
・
メ
エ
ス
テ
ル

進
行
す
る
差
別
・
分
断
隻
配
と
対
決
す
る
労
働
者
運
動
を
　
　
　
中
河
　
友

全
国
連
合
へ
の
批
判
的
提
言
　
　
　
　
　
　
奥
沢
邦
成

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ャ
　
　
吉
原
文
明
・
訳

【
連
載
】
　
戦
後
ア
ナ
モ
ズ
ム
運
動
史
年
表
4



会
員
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て

反
権
力
・
反
国
家
・
絶
対
自
由
の
思
想
と
運
動
と
に
関
す
る
、
過
去
、
お
よ

び
現
在
の
文
献
、
資
料
、
運
動
瓶
詰
を
収
集
・
整
理
し
、
そ
の
完
全
を
保
存
を

図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
に
広
く
公
開
す
る
こ
と
　
－
　
を
目
的
と
し
た
日
本
ア

ナ
キ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
て
早
く
も
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
多
く
の
人
々
の
協
力
と
支
援
に
よ
っ
て
書
庫
の
建
設
、
図
書
収
集
、

蔵
書
の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
研
究
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
、
静
岡
県

富
士
宮
市
の
龍
武
一
郎
方
に
あ
る
五
坪
余
り
の
書
庫
に
、
蔵
書
は
ア
ナ
キ
ズ
ム

を
中
心
と
し
た
約
二
千
点
の
単
行
本
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
十
数
箱
分
の
整
理
途
中
の

ミ
ニ
コ
、
、
＼
　
パ
ン
フ
類
、
雑
誌
等
で
す
。
ま
た
、
昨
年
十
二
月
か
ら
同
市
内
に

作
業
、
宿
泊
、
閲
覧
の
た
め
に
分
室
が
確
保
さ
れ
、
作
業
の
円
滑
化
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
公
開
で
き
る
段
階
に
は
到
っ
て
い
ま

せん。従
っ
て
、
四
年
目
を
迎
え
た
研
究
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は
、
ま
ず
公
開
で
き
る

体
勢
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
書
庫
で
は
近
い
将

来
図
書
、
文
献
類
を
収
納
し
き
れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
は
公
開
の
た
め
の
物
理

的
条
件
も
現
在
の
建
物
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
個
に
新
た
な
土
地

と
建
物
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
今

後
の
課
題
を
列
記
す
る
と
、

①
管
理
体
勢
を
整
え
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
実
務
を
円
滑
に
処
理
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

②
専
従
の
管
理
者
の
常
駐
を
含
む
、
財
政
的
基
盤
を
確
立
す
る
。

③
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
の
計
画
案
を
早
急
に
検
討
す
る
。

④
独
立
し
た
土
地
と
建
物
（
書
庫
、
閲
覧
、
宿
泊
設
備
）
　
の
確
保
を
中
心
に

長
期
的
な
い
し
は
中
期
的
な
計
画
を
作
成
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
龍
武
一
郎
を
中
心
に
有
志
十
数
名

が
活
動
の
実
質
を
担
当
し
、
ま
た
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
広
範
か
つ
長
期
的
な
発

展
の
た
め
に
相
談
役
と
し
て
大
沢
正
道
・
長
谷
川
進
・
向
井
孝
の
各
氏
に
管
理
・

運
営
の
全
般
に
わ
た
っ
て
助
言
を
受
け
て
釆
ま
し
た
。
そ
の
財
政
的
基
盤
は
す

べ
て
カ
ン
パ
に
依
拠
し
、
具
体
的
活
動
は
月
一
回
の
例
会
を
中
心
に
、
有
志
の

自
主
的
参
加
と
責
任
に
基
づ
い
て
取
り
組
ま
れ
て
釆
ま
し
た
。

し
か
し
、
活
動
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
仕
事
の
量
も
増
え
つ
つ
あ
る
現

在
、
増
大
す
る
通
信
そ
の
他
の
事
務
を
的
確
に
処
理
し
、
運
営
の
円
滑
化
と
一

層
の
発
展
を
支
え
る
基
盤
の
構
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
従

来
の
有
志
に
よ
る
活
動
体
勢
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
数
次
の
討
議
を
経
て
、
「
会

員
制
」
に
よ
る
研
究
セ
ン
タ
ー
の
再
編
成
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
会
員
制

に
よ
っ
て
財
政
の
長
期
的
安
定
を
確
保
し
、
同
時
に
専
従
者
体
勢
を
確
立
し
、

さ
ら
に
は
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
と
し
て
研
究
セ
ン
タ
ー
の
部
分
的
公
開
を

行
な
う
な
ど
、
活
動
の
一
層
の
展
開
を
達
成
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
規
　
約
）

目
的
　
日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
と
略
す
）
は
、

反
権
力
・
反
国
家
・
絶
対
自
由
の
思
想
と
運
動
に
関
す
る
過
去
お
よ

び
現
在
の
文
献
・
資
料
・
運
動
瓶
詰
を
収
集
・
整
理
し
、
そ
の
完
全

な
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
に
広
く
公
開
す
る
こ
と
、
を
目

的
と
す
る
。

構
成
　
セ
ン
タ
ー
は
、
セ
ン
タ
ー
の
目
的
と
活
動
に
賛
同
し
、
か
つ
会
費
（
年

間
一
口
二
、
0
0
0
円
以
上
）
を
納
め
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

活
動
　
l
セ
ン
タ
ー
は
、
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
諸
活
動
を
行
う
。
そ

機
関
　
そ
の
た
め
に
例
会
（
代
表
者
・
龍
武
一
郎
）
を
定
期
的
に
も
つ
。

2
例
会
は
、
会
員
の
自
主
的
参
加
と
責
任
の
も
と
に
運
営
さ
れ
る
。

3
・
例
会
は
、
会
員
に
対
し
て
年
一
回
、
活
動
お
よ
び
会
計
報
告
を
行

う
義
務
を
も
つ
。

一
九
七
四
年
六
月
一
日
　
　
　
静
岡
県
富
士
富
市
杉
田
二
五
一

日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

（
代
表
者
・
龍
武
一
郎
）
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